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  第５学年   算 数 科 学 習 指 導 案 

                              指導者 みつわ台北小  能 㔟   崇 

研究主題（市教研算数部主題） 

 

 

 

１ 単元名 平均とその利用  

 

２ 単元について 

 

（１） 学習内容 

本単元は、学習指導要領の「Ｂ 量と測定（３）ア」に基づくものである。 

 

 

 

   

  本単元では平均とその利用について学習する。これまでに児童は第 4学年の「がい数とその計算」の学習で、

与えられた数値をおよその値で表すことを学習してきている。また、日常生活においても飲み物や給食を同じ

量で分けたりするなど、いろいろな大きさの量をならしたりして同じ大きさにすることは経験している。また、

他教科の学習などで言葉として耳にしたり用いたりした経験もある。だが、それはただ単に言葉を用いたり平

均を求める計算の処理をしたりするだけである場合が多い。そこで、本単元では「平均」の意味を明確にとら

えさせることが重要である。 

  平均には「測定値を均等化するための平均」と「資料の代表値としての平均」がある。前者は測定値につい

て「いくつかの数量があるとき、それらを同じ大きさの数量にならす」という意味の平均である。後者は、統

計資料の代表値としての平均で、ある集団の傾向、特徴をとらえようとするときに用いる場合の平均である。

本単元では、前者を扱うことになる。後者については、第 6学年の数量関係領域の一環として「資料の調べ方」

の学習で扱う。 

  本時は、単元の導入部分にあたる。児童が平均のもつ意味を「同じ大きさにならすこと」と正確にとらえる

ことが出来るよう、具体物操作を通して視覚的に理解できるようにしていきたい。 

平均の求め方を利用しながら計算をする場面では、項目に 0を含む場合や、個々の値が整数でも平均すると

小数になることもあることに注意して指導にあたっていきたい。また、部分ごとの平均を知り全体の平均を求

める問題では、部分の平均どうしの平均をとっても全体の平均にはならいないことに気付くよう常に平均は

「同じ大きさにならすこと」という平均の考え方の基本に戻りながら指導していきたい。 

  また、次の「平均を使って」の小単元の学習では平均の考え方を用い歩幅の測定方法を考える。さらに求め

た歩幅を利用して、およその長さを測る活動を行う。概測の考え方を理解することができるようにするととも

に平均の考えを利用することのよさを知り、測定した値の処理などに進んで平均の考えを利用する態度を育て

ていきたい。なお、測定した値には外れ値があることもおさえながら指導を進めていきたい。最後に、平均を

工夫して求める活動を取り入れていく。共通部分の差に着目できるようにし、その差の平均を求め、これに共

通部分を加えるという平均の簡便法に気付かせていきたい。また計算量が減少することが多いので、計算が得

意ではない本学級の児童も進んで取り組めるよう簡便法の良さを実感できるように指導していきたい。 

Ｂ 量と測定 

（３）量の大きさの測定値について理解できるようにする。 

  ア 測定値の平均について知ること。 

基礎・基本を身につけ、論理的に考え、進んで考えを表現し合う子どもを育てる算数学習のあり方 



~ 2 ~ 
 

（２） 既習との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

○ 平均の意味を理解し、求めることができる。また、平均を使って、長さなどの概則ができる。 

 

４ 指導計画（８時間扱い） 

小単元 時 学習内容 
評価の観点 

主な評価規準 
関 考 技 知 

課題設定 

１ 平均 

 

 

１ 

 ・大きさの違ういくつかの量

（個数）をならして考える場

面を通して本単元の学習に

関心をもつ。 

 

○ 

    均等にならすことを通して本単

元の学習に対する興味・関心を高め

ようとしている。 

（関心・意欲・態度） 

関心・意欲・態度 平均を用いることのよさに気づき、進んで身近な事柄の考察や表現に用いようとする。 

数学的な考え方 
平均の考えを用いて、身近な事柄について考えたり、表現の仕方を考えたりすることが

できる。 

技能 
平均を求めたり、平均から全体を求めたりできる。また、それを用いて、長さなどの概

測ができる。 

知識・理解 平均の意味や平均の求め方を理解している。 

４年 

がい数とその計算 

●概数の意味、四捨五入 ●和、差の概算、見積もり 

５年 平均とその利用 

●長さの概則 

単位量あたりの大きさ 

●単位量あたりの大きさ 

６年 

資料の調べ方 

●資料の整理 ●くふうされたグラフ 

中学校 
資料の散らばりと代表値 

（誤差や近似値、a×10ｎの形の表現） 

●ヒストグラムや代表値の必要性と意味 

●ヒストグラムや代表値を用いること 

確率 

●確率の必要性と意味及び確率の求め方 

●確率を用いること 

標本調査 

●標本調査の必要性と意味 

●標本調査を行うこと 
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 １
（
本
時
） 

２
（
本
時
） 

（
本
時
） 

      

 

○ 

 

平均の意味と求め方を理解し、求

めることができる。 

（知識・理解） 

３ 

 ・平均を求め、問題解決に活用

する。 

  

○ 

   平均から全体を予測する問題を

考える。 

（数学的な考え方） 

４ 

 ・いくつかの部分の平均を知っ

て、全体の平均を求める。 

  

○ 

   ２つのグループの平均から、全体

の平均を考えることができる。 

      （数学的な考え方） 

２ 平均を使っ

て 

 

 

 

 

 

５ 

 ・歩幅を使って、およその距離

を求める仕方を考える。 

  

○ 

   歩幅の平均を求めることに気付

くことができる。 

（数学的な考え方） 

６ 

 ・自分の歩幅を求め、それを用

いて身のまわりの距離を測

定する。 

  

○ 

 

○ 

  歩幅を使って色々な距離を求め

ることができる。 

（数学的な考え方）（技能） 

７ 

 ・共通部分の差に着目し、その

差の平均を求めて考える方

法で平均を求める。 

 

 

○ 

    平均を工夫して求めることを通

して平均に対する興味・関心を高め

ようとしている。 

（関心・意欲・態度）    

たしかめましょう ８  ・学習内容の自己評価 

 

５ 本時の指導 

（１） 検証の視点 

 仮説１（基礎・基本を身に付ける算数的活動の工夫） 

 学習のねらいや児童の実態に応じた算数的活動を工夫すれば、子どもは進んで学び、基礎・基本を身に付ける

だろう。 

 

○操作を通して考え方をまとめる活動 

本時の指導は単元の導入部分にあたる。児童が平均の意味を「同じ大きさにならすこと」と正確に捉え、求

め方を考えられるということをねらいとする。そのためには、子どもたちが自ら算数的活動へ意欲的に取り組

み、視覚的に平均の意味や求め方をつかんでいくことが必要であると考える。 

児童がより平均の意味を捉えやすいよう本時で液量（連続数）を扱う前にオレンジの個数＜１個・０個・５

個＞（離散数）を均等にするという活動を取り入れることとした。オレンジを使って「同じ大きさにならすこ

と」を体感させてから、本時の学習素材に入ることで個数（離散数）から液量（連続数）に素材が変わっても

以前の経験を生かし、自力解決の時に見通しがもちやすくなるだろうと考えた。 

本時のねらいにせまるため、考え方の見通しをもてない児童には実際に操作活動をさせる、ヒントカードを

通して考えさせる、教師の補助説明をするなどの支援をしながら考えさせていきたい。特に自力解決の難しい

児童には、上記のように考え方の方向性をつかませることに力点をあてて指導したい。自分の考えがまとまっ

た児童には、小グループ内で友達と自分の考えを交流させたり、小型のホワイトボードに考えを書かせたりす

るなどして、連続して学習活動が行われるように配慮する。 

このような具体的な活動を通して、平均の意味や求め方を身に付けていくことができるだろうと考えた。 

 

 

・大きさの違ういくつかの量

（液量）をならして考える場面      

を通して、本単元の学習課題

をとらえる。 

・平均の用語や求め方を知る。 
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※ 自力解決で予想される児童の姿 

・実際に色水を操作してコップ１個あたりの量を求める。 

・棒グラフを使って求める。 

・図に書いて求める。 

・立式し計算で求める。 

仮説２（表現し合い、みがき合う工夫） 

 一人一人の考えを表現し、みがき合う工夫をすれば、子どもは数理的な処理のよさを学び、算数の楽しさを味

わうだろう。 

 

○みがき合う場の設定 

本単元での数理的な処理のよさとは、計算を利用して平均を求められるということである。こうした数理的な

処理のよさを児童が自ら学び、算数の楽しさを味わうために、一人一人の考えを表現し、みがき合う場の工夫と

して、少人数（3～4 人）での話し合い活動の場を設けるようにする。小グループのなかで意見を出し合いなが

ら考えを深めていく過程を通して様々な考えに出会い、自分の考えを見つめ直したり新たな考えに出会ったりし

ていくことでより算数の楽しさを味わうことができるだろうと考えた。少人数グループの構成は、グループの中

で、自分の考えを述べたり友達の考えを聞いたりすることで、思考の深まりが図られるよう上位から下位の児童

が混在するように工夫する。話し合いでは、まだ答えの出ていない児童、悩んでいる児童でも途中経過から話す

ことを「話し合いのきまり」としておく。また、説明を聞いていて分からないところがあれば、質問をするよう

に日常から習慣化しておく。このようにすることで迷いがある児童も話し合い活動に積極的に参加できるように

なると考える。また、小グループに一つずつ小型のホワイトボードを配布する。それを利用して自分達のグルー

プで相談した「は」「か」「せ」の考えを表現させる。操作活動を行ったグループに関しては映像を記録してそれ

を使って説明させる。こうすることで自分と異なった考えを知ることができ、自分の考えや友達の考えのよさに

気づき、理解を深めることができるようになると考える。考えをまとめる活動と説明する活動に連続して取り組

ませることで、考える力・説明する力を育てながら本時のねらいに迫りたい。 

 

（２）本時の目標 

 ○ 大きさの違ういくつかの量をならして考える場面を通して、本単元の学習課題をとらえる。 

    ○ 平均の意味や計算の仕方について理解する。 

（３）本時の評価規準 

○ 平均の意味と求め方を理解し、求めることができる。           （数学的な考え方） 

 

（４）展開（１／８） 

過程 学習内容と活動 指導や支援の手立て（○）評価◆ 資料・教具 

問 

題 

把 

握 

（５） 

 

 

１ 素材提示をし、本時の課題をつかむ。 

 先生の誕生会に３人グループでフレッ

シュジュースを作って飲みます。みんな

が同じ量のジュースを飲むためにはどう

したらよいですか。 

㋐ ２１０ｍＬ 

㋑ ２００ｍＬ 

㋒ ２５０ｍＬ 

○離散数（個数）の場合について確認し、

見通しをもたせたうえで連続数（液量）

に取り組めるようにする。 

 

○オレンジの個数提示後、事前に搾ってお

いた量の異なる３つのオレンジジュー

スを提示し、素材の場面をイメージでき

るようにする。 

 

前時で使用し

たオレンジ 

 

 

 

 

 

量の異なる３

つのオレンジ

ジュース 
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㋐210mL    ㋑200mL   ㋒250mL 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

220mL     220mL      220m L 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

自 

力 

解 

決 

（15） 

 

 

 

 

 

 

比 

較 

検 

討 

（15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈予想される児童の考え〉 

・多いコップから少ないコップへあげればよ

い。 

・少しずつ移しかえて調整すればよい。 

・大きな入れ物にうつしてもう１度分ければよ

い。 

・等しいところを基準にはみ出しているところ

を分ける。 

 

 

２ 学習問題を作り上げる。 

 

 

 

３ 答えの見通しをもち自分の考えをノート

に書く。 

・250ｍＬよりは少なくて 200ｍＬより多くな

るかな。 

・210ｍＬよりは大きくなるかな。 

・計算で求められるかな。 

・図をかいて考えよう。 

・実際に色水を動かして考えてみようかな。 

 

４ グループ（３～４人）で話し合い、自分の 

考えを伝える。 

 

①大きな入れ物にうつしてもう１度分ける方法 

【全てを合わせてから３等分にする方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○同じ量ではないことで不平等感をもた

せ同じ量にならすという必要感につな

げるようにする。 

 

○平等＝「ならす」という言葉で共通理解

をはかるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○分かっていることには青線、聞かれてい

ること赤線、図・式に表すように指示す

る。 

 

○児童に答えの予想をさせ、見通しをもた

せてから自力解決に入れるようにする。 

 

○グループで一つ色水（㋐ ２１０ｍＬ 

㋑ ２００ｍＬ ㋒ ２５０ｍＬ）を用

意し、見ながら考えるように伝える。 

 

○早く取り組みを終えた児童には別の方

法で取り組むように伝える。 

 

○なかなか取りかかれない児童には個別

にヒントカードを選ばせたり色水を操

作したりしながら考えるよう声をかけ

る。 

 

○具体物や自分の考えたノートを使いな

がら発表するように伝える。 

 

○友達の考えを聞くときには自分の考え

と比べながら聞くように伝える。 

 

○「は」「か」「せ」の観点で考えるように

伝え、どの方法がよいのか話し合い、グ

ループの意見をまとめるように声をか

ける。 

 

○全体での発表ではホワイトボードを使

ったり映像を使ったりできることを伝

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

量の異なる３つの

色水 

 

ビーカー 

おぼん 

ヒントカー

ド 

 

 

 

小型のホワイトボ

ード 

マーカー 

 

 

ぼうけんく

ん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     全員が同じ量のジュースを飲むためにはどうしたらよいだろう。 

660mL 
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②多いコップから少ないコップへ移す方法 

【少しずつ調整しながら分ける方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

④棒グラフに表して考える。 

【基準を決めてならす方法】 

（mＬ）        

 
              

 
  

   
      

 
  

   
      

 
              

 

        
 

    

 
              

 
    

 
        

 
    

 
  

 
    

 
    

 
        

 

    
 

  
 

    

 
              

 
    

 
  

 
    

 
    

 
  

 
    

 
    

 
  

 
    

 
    

 
  

 
    

 

              

 
    

 
  

 
    

 
    

 
  

 
    

 
    

 
  

 
    

 

    
 

  
 

    

 
              

 
    

 
  

 
    

 
    

 
  

 
    

 
    

 
  

 
    

 
    

 
  

 
    

 
              

0 
 

㋐ 
 

㋑ 
 

㋒   

 

⑤計算で考える方法 

（１）210＋200＋250＝660 

660÷3＝220   

            220mL  

 （２）（210＋200＋250）÷3＝220 

                       220mL  

 （３）（10＋50）÷3＝20 

    200＋20＝220 

            220mL  

③基準から上の部分を平等に分ける方法 

【基準を決めてならす方法】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○式のみで考えた児童には具体物やグラ

フを使って求められないか声をかける。 

 

○「は」「か」「せ」の観点にどの考え方が

一番近いのか考えるように伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

㋐210mL    ㋑200mL   ㋒250mL 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 mL       20 mL    20mL 

 ＋     ＋     ＋ 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

220mL     220mL   220mL 

 

10mL 50mL 0mL 

60mL 

 

 

 

 

 

 

 

㋐210mL    ㋑200mL   ㋒250mL 

 

 

 

 

220mL      220mL     220mL 

10mL 20mL 

＝ ＝ ＝ 

50 

100 

150

50 

200 

250 
ジュースの量 

200 200 200 
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適 

用 

（５） 

 

 

ま 

と 

め 

（５） 

５ 全体で話し合う。 

①大きな入れ物にうつしてもう１度分ける方法 

 ＜全てを合わせてから３等分にする方法＞ 

②多いコップから少ないコップへ移す方法 

＜少しずつ調整しながら分ける方法＞ 

③基準から上の部分を平等に分ける方法 

＜基準を決めてならす方法＞ 

④棒グラフに表して考える方法 

 ＜基準を決めてならす方法＞ 

⑤計算で考える方法 

 

６ 平均の意味と求め方を知る。 

 いくつかの数量を、同じ大きさになるように

ならしたものを、それらの量の平均という。 

 

 

 

 

７ 適用問題を解く。 

 

 

 

 

８ 本時のまとめをする。 

 

 

９ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平均の意味を「同じ大きさにならす」と

定義付け、理解を図る。 

○平均の求め方を子どもの発表と関連付

ける。 

○数式から言葉の式に直すことで平均（同

じ大きさにならすこと）の理解が深まる

ようにする。 

 

 

◆平均の求め方を理解し、求めることがで

きる。（知識・理解） 

 

○早く出来た児童は身の回りから、平均が

使われているものを見つけるように声

をかける。 

 

 

 

 

○『わ・た・が・し』の観点でノートに今

日の学習の振り返りを書くように伝え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

全員が同じ量のジュースを飲むためには、合計÷個数をして平均を求めればよい。 

平均＝合計÷個数 

 5回ソフトボール投げを行いました。結果

は次の通りです。 

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 

33m 29m  34m  36m  28m 

平均は何ｍでしょう。 


